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数
 

公立金木病院オープン

消防署も完成 

納涼祭に大はしゃぎ 

奴踊りに拍手喝采 

安全旗をリレー 

戸籍の窓 

お知らせ 

舞 
昭和58年 8月号 

ん～去 No 208 

脅
子
ど
も
た
ち
と
 

一
寒し
た
人
々
が
一
 

短
い
夏
の
夜
を
惜
 

7月31日現在 前月比 

人 口 14,445人 ＋32 

男 6,953人 ＋10 

女 7,492人 ＋22 

世帯数 3,890世帯 ＋ 9 
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設
備
・
機
能
も

一
新

人
工
透
析
室
 

広
い
待
合
室
で

診
療
を
待
つ
人
々
 

モ
ダ
ン
な
感
じ
の
入
院
室
 

金木だよ‘) (2〕 

生命と 
守る 

金木病院 

五
十
六
年
十
ニ
月
か
ら
建
設

を
進
め
て
い
た
公
立
金
木
病
院

の
本
体
施
設
が
完
成
、
 一
日
か

ら
診
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

同
病
院
は
、
当
町
と
中
里
町

が
負
担
を
分
け
合
っ
て
造
っ
た

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
内
科
、
 

外
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
 

整
形
外
科
の
五
診
療
科
に
、
新

た
に
脳
卒
中
患
者
な
ど
の
機
能

回
復
に
役
立
つ
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
 

シ
ョ
ン
施
設
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
、
近
代
的
な
病
院
で
、
住
民

か
ら
完
成
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

I)ハビ I)も充実、 1 日オープンした公立金木病院 

新
し
く
な
っ
た
公
立
金
木
病

院
は
、
旧
病
院
の
南
側
敷
地
に

総
工
費
約
ニ
十
六
億
円
を
か
け

て
建
設
し
た
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
建

物
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
て
、
延
べ
面
積
九
千
二
百

三
十
平
方
M
。
ベ
ッ
ト
数
は
一
一

百
床
（
一
般
病
床
百
八
十
、
結

核
二
十
I

一
般
に
は
一
人
部
屋

十
床
、
特
別
室
八
床
を
含
む
）
 

と
旧
病
院
よ
り
十
七
床
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
代
的
な

医
療
機
械
や
診
療
部
門
は
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
 

す
。
 

現
在
は
常
勤
医
師
六
人
の
ほ

か
、
弘
大
か
ら
の
派
遣
医
（
バ
 

ー
ト
）
四
人
で
、
五
診
療
科
の

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
う
ち
、
小
児
科
で
は
十
月

か
ら
、
医
師
が
常
勤
し
て
毎
日

診
療
す
る
ほ
か
、
弘
大
の
横
山

教
授
も
従
来
ど
お
り
診
療
に
あ

た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
整
形
外
科
で
は
九
月
か

ら
、
週
三
日
の
診
療
に
な
る
予

定
で
す
。
さ
ら
に
、
新
病
院
で

は
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
併
設
し
て
 

治
療
効
果
を
高
め
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
脳
卒
中
や
交
通
事
故

な
ど
の
後
遺
症
に
悩
む
人
々
の

た
め
、
専
門
の
理
学
療
法
士
を

配
置
し
て
水
、
温
熱
治
療
の
ほ

か
機
械
を
使
っ
た
運
動
療
法
で

患
者
の
機
能
回
復
に
役
立
て
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

旧
病
院
跡
は
駐
車
場
と
し
て

活
用
す
る
た
め
、
敷
地
内
の
工

事
は
今
後
も
続
き
、
本
格
的
な

完
成
は
十
ニ
月
頃
の
予
定
で
す

が
、
新
病
院
の
主
な
施
股
を
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。
 

電
話
番
号
が
 

変
 
更
 

新
し
い
病
院
の
各
病
棟
の
電

話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

二
階
 
外
科
病
棟
 

③
1
3
6
7
6
 

二
階
 
結
核
病
棟
 

③
1
3
6
9
0
 

三
階
 
混
合
病
棟

（
リハ
ビ

リ
、整
形
、産
婦
人
科
）
 

③
1
3
6
2
5
 

四
階
 
内
科
、
小
児
科
病
棟

③
1
3
6
4
8
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頭
部
外
傷
や
先
天
性
代
謝
異
常
に
効
果

を
発
揮
脳
波
計
 

最新の機能回復訓練用器具を備えた訓練室 

ど
”
 

甘
4
?
“ム
叫
“
，

ー
 

…
 
．
‘
？

、
 

バ
イ
ナ
リ
ー
プ

ー
ル
を
配
置
し

た
水
治

療
室
 

保
育
器
が

四
台
配
置
さ
れ
た
未
熟
児
室
 

金
木

消
防

署
一r
と
1
 

釦
札
m
脅
瀞
鴎
庁
舎
 

昨
年
十
二
月
か
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
金
木
消
防
署
兼

金
木
町
消
防
団
庁
舎
が
こ
の
ほ

ど
完
成
、
今
月
中
旬
か
ら
新
庁

舎
で
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
拠
点
と
し
て
の
任
務
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

新
庁
舎
は
、
町
中
央
公
民
館

北
側
に
総
工
費
約
一
億
二
千
万
 
 円

を
か
け
て
建
設
し
た
も
の
で

鉄
骨
造
り
二
階
建
て
、
延
べ
面

積
約
七
百
七
十
平
方
屑
、
外
壁

は
ア
ス
ロ
ッ
ク
張
り
の
り
っ
ば

な
も
の
で
す
。
 

一
階
に
は
車
庫
、
通
信
室
、
 

事
務
室
兼
待
機
室
、
仮
眠
室
な

ど
が
配
蹴
さ
れ
、
車
庫
に
は
現

有
の
救
急
車
、
指
令
車
、
化
学
 
 車

、
ポ
ン
プ
車
ニ
台
の
ほ
か
将

来
、
建
物
の
高
層
化
に
対
処
で

き
る
よ
う
“
は
し
ご
車
一
の
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
さ
れ
、
二
階
は

消
防
団
室
、
会
議
室
、
署
長
室

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
と

訓
練
塔
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
 

冬
期
間
や
雨
天
時
で
も
ホ

ー
ス

乾
燥
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
ま

た
、
高
所
災
筈
や
山
岳
遭
難
に

備
え
て
、
高
所
救
出
訓
練
ゃ
ロ
 

ー
プ
救
助
訓
練
な
ど
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

(3） 金木だよ‘) 

私たちの 

財産を 
待望の2施設が完成 

完成した生命と財産を守る拠点 
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第四保育所 

さくら‘かのりこ 

(5歳） 

正解者は企画室まで、解答とともに 
9)'号に発表。 
<7 月号解答〉 
2 五桂、 1二玉、 2 三金、同歩、 1 
三桂成、同玉、 3-.角、I二玉、 2 
二角成まで 9手詰め。 

出
皿
 八
段
 
北村
 
昌
男
 

●

ヒ
ン
ト
…
第
一
手
日
か
三
 

F
目
に
銀
を
動
か
す
。
 

5
分
で
ー
級
、
1
0分
で
3
級
 

みんな 、 
の広場 ’ 

「みんなの広場」はあなたが

つ＜るページです。話題など
ありましたら企画室まで

ご連絡下さい。 
いつでも取材に同います。 

花火や盆踊りに大はしゃぎ 

金
木
小
四
年
 

大

橋
 
一
友
 

し
ず
か
の
か
お
 

川
倉
小
ニ
年
 

あ
き
も
と
ま
ゆ
み
 

（
沢田
国
春
所
長
‘
児
童
九
十

人
）
で
納
涼
祭
が
行
わ
れ
、
園

児
ゃ
お
母
さ
ん
た
ち
約
三
百
人

が
参
加
し
て
買
い
物
ご
っ
こ
や

盆
踊
り
、
花
火
遊
び
に
子
供
ら

は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
納
涼
祭
は
、
子
供
た
ち

の
保
育
所
生
活
の
よ
き
思
い
出

に
し
よ
う
ー
と
、
同
保
育
所
と

母
の
会

（
鎌田
ヒ
サ
子
会
長
）
 

が
共
催
し
て
昨
年
か
ら
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
当
日
は
子
供
た

ち
が
作
っ
た
金
魚
ね
ぷ
た
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
、
お
母

さ
ん
ゃ
役
員
が
総
出
で
売
店
に

出
す
お
で
ん
作
り
な
ど
に
励
み
 
 

心
待
ち
に
し
て
い
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
タ
方
、
浴
衣
姿
で
集

ま
っ
た
子
供
違
は
遊
戯
室
で
ス

ラ
イ
ド
「や
ま
ん
ば
の
に
し
き
」
 

を
見
た
後
、
祭
り
の
会
場
で
あ

る
屋
外
遊
戯
場
で
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
さ
っ
そ
く
買
い
物
を
開

始
。
花
火
、
お
で
ん
、
お
菓
子

と
次
々
に
買
い
物
を
し
て
い
ま

し
た
が
，
花
火
売
り
場
は
押
す

な
押
す
な
の
大
盛
況
。
ま
た
母

の
会
“
経
営
一
の
売
店
で
は
ア
 
 イ

ス
ク
リ

ー
ム
、
ジ
ュ

ー
ス
が

飛
ぷ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
お

母
さ
ん
手
作
り
の
お
で
ん
ゃ
焼

き
そ
ぱ
に
舌
鼓
を
打
っ
た
後
は

花
火
遊
び
。
飛
び
散
る
赤
や
黄

オ
レ
ン
ジ
色
の
極
彩
色
に
思
わ

ず
歓
声
を
上
げ
る
な
ど
大
は
し

ゃ
ぎ
。
最
後
は
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
輪
に
な
っ
て
、
盆
踊
り
に

興
じ
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
 

花火で遊ぶ子どもたち 

蒸
し
暑
い
夜
は
花
火
遊
び
や

盆
踊
り
で
涼
し
さ
を
昧
わ
わ
せ

よ
う
ー
と
、
さ
る
八
月
四
日
、
 

嘉
瀬
に
あ
る
町
立
第
三
保
育
所
 

吃
《
乞
 

うんどうかい 
嘉瀬小 3年 沢田 あきのぷ 

勝 

風 景 
喜良市小 4 年 脇 神 

納
涼
祭
り
で
楽
し
い
一夜
 

町
立
第

三
保
育
所
 



第
十
三
回
県
民
俗
芸
能
大
会
 
芸
能
の
保
護
、
振
興
を
狙
い
に

が
、
ね
ぷ
た
祭
り
期
間
中
の
さ
 
毎
年
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

る
八
月
五
日
、
青
森
市
文
化
会
 
大

会
に
出
演
し
た
の
は
、
奴

館
で
開
か
れ
、
嘉
瀬
奴
踊
り
保
 
踊

り
の
ほ
か
、
青
森
市
と
東
津

存
会
（
鎌
田
稲
一
会
長
）
が
特
 
軽
郡

な
ど
か
ら
、
し
し
舞
い
ゃ

別
出
演
。
 「嘉
瀬
の
奴
踊
り
」
 
荒

馬
踊
り
な
ど
郷
土
芸
能
が
十

を
披
露
し
ま
し
た
。
 

二
団
体
で
、
次
々
と
華
や
か
に

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
民
俗
 
披
露
。

特
に
、
 「嘉
瀬
の
奴
踊
 

m
 外人観光客らを前に熱演する保存会員 

外
人
さ
ん
も
拍
手
喝
采
 

「
嘉
瀬
の
奴
踊
り

」
熱
演
 

県
民
俗
芸
能
大
会
 

⑨⑦⑧優勝 I-lJ-1k 1薫覧ム 
1 

員 百 会 で し 骨 ト を 五 当 七
の 人式行南 ま 年 で展 種町月
ほ の に わ 中 し 団 当 開 目 で三
か 選 は れ 体 た が町 。 に 開・・十 

田 役五 開館 勝合 フ 戦 れ 日 

当
町
で
開
か
れ
 

を
展
開
。
ソ
フ
 

、
手
約
 
た
 
育
 
。
優
連
 
ソ
 
熱
 
か
 
ー
 

青
年
団
が
優
勝
 

七
月
三
十
】
日
 

五
種
目
に
熱
戦
 

ト
で
当
町
連
合
 

し
ま
し
た
。
 

金
木
C
が
優
勝
 

夏
季
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
 

南
中
体
育
館
 

り
」
は
、
一
際
目
立
つ
名
技
と

鎌
田
さ
ん
の
“
ノ
ド
ー
に
、
詰

め
か
け
た
県
内
外
や
外
国
の
観

光
客
か
ら
、
拍
手
喝
采
を
浴
び

て
い
ま
し
た
。
 

第
二
回
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
 

ー
グ
戦
の
開
会
式
が
さ
る
七
月

十
七
日
、
芦
野
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
四
カ
月
に
わ
た
る
熟
戦
の

火
ぷ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
リ
ー
グ
戦
は
、
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会

（
浅
木
全
】
会

長
）
が
主
催
、
 「だ
れ
に
で
も

気
軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」
 

と
参
加
者
を
募
り
、
昨
年
か
ら

始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

開
会
式
に
は
、
八
チ
ー
ム
、
 

約
百
人
の
選
手
が
参
加
。
昨
年

優
勝
の
協
会
女
子
チ
ー
ム
白
川

恵
久
子
さ
ん
か
ら
優
勝
ト
ロ
フ

ィ
ー
が
返
還
さ
れ
た
あ
と
、
古
 
 川

町
長
ら
の
あ
い
さ
つ
ゃ
参
加

チ
ー
ム
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
 

旅
の
友
ー
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
の
一
戦
を
皮
切
り
に
熟
戦
の

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
 

参
加
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で

す
。
（
 
）
は代
表
者
名
。
 

山
道
町
々
内
会
（小
野
元
端
）
 

喜
良
市
ク
ラ
プ

（
大橋
信
き

同
志
会

（
津島
勇
人
）
ゴ
ッ
ト

マ
ー
ズ

（
斉
藤
務
）ヤ
ン
グ
ジ

ャ
イ
ア
ン
ツ
（
白
川
恵
久
子
）
 

旅
の
友
（
金
沢
栄
）
ラ
ッ
ツ
＆

ス
タ

ー

（角
田
憲
芭

名
球
会
 

（
外
崎俊
允
）
 

頃
の
練
習
の
成
果
を
十
ニ
分
に

発
揮
し
た
金
木
C
チ
ー
ム
が
見

軍
優
勝
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・

①
金
木
c

（
小
笠原
貞
之
助

白
川
勝
雄
、
白
川
友
道
、
白
川

タ
ミ
、
吉
田
マ
ョ
）
②
川
倉

③
嘉
瀬
A
 
嘉
瀬
B
 

沢
、
竹
内
、
木
村
の
各
代
議
士

な
ど
も
来
賓
と
し
て
出
席
、
古

川
町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に

統
い
て
祝
辞
を
の
べ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
田
中
ニ
紀

子
さ
ん

（川
倉
）
が
「
正
々
堂

々
と
戦
い
ま
す
」
と
力
強
く
宜

誓
、
競
技
に
入
り
ま
し
た
。
 

競
技
で
当
町
青
年
団
は
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
は
健
闘
む

な
し
く
惜
敗
し
た
も
の
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
で
は
、
あ
い
に
く
の

雨
に
も
め
げ
ず
強
打
力
で
他
チ
 

ー
ム
を
圧
倒
し
て
優
勝
。
八
月
 

二
十
七
日
か
ら

蟹
田
町
で
開
か

れ
る
県
背
年
大

会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

(5｝ 金木だよ‘J 

七
月
三
十
日

町
ト
レ
セ
ン
で

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
か
れ

町
内
か
ら
選
ぱ

れ
た
十
チ
ー
ム

五
十
人
の
選
手

が
参
加
し
て
熱

戦
を
展
開
。
日

第
九
回
西
北

五
青
年
大
会
が
 

熱
戦
展
開
《

・
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
 

選手宣誓する 
田中ニ紀子さん 



せ
ん
き
ょ

の
知
識
（
妬
 

言
論
に
よ
る
 

選
挙
運
動
 

選
挙
運
動
は
主
と
し
て
言
論

に
よ
る
も
の
と
、
文
書
図
画
に

よ
る
も
の
と
に
別
れ
て
お
り
、
 

言
論
に
よ
る
選
挙
運
動
と
し
て

は
次
の
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

①
政
見
放
送
・
経
歴
放
送

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
よ
る
政

見
放
送
は
衆
議
院
議
員
、
参
議

院
議
員
及
び
知
事
選
挙
の
場
合

だ
け
行
わ
れ
ま
す
。
経
歴
放
送

は
政
見
放
送
と
同
時
に
行
わ
れ

る
の
が

一
般
的
で
す
。
 

③
街
頭
演
説
 

街
頭
や
公
園
、
空
地
等
で
多

数
の
人
に
向
っ
て
す
る
選
挙
運

動
の
た
め
の
演
脱
を
い
い
ま
す
。
 

演
説
は
所
定
の
標
旗
を
掲
げ

午
前
七
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

の
間
、
演
脱
者
が
そ
の
場
所
に

と
ど
ま
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

③
連
呼
行
為
 

短
時
間
に
同

一
内
容
の
短
い

文
言
を
繰
り
返
し
言
う
こ
と
で

演
説
会
場
や
街
頭
演
説
の
場
所

で
で
き
る
ほ
か
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で
の
間
、
選
挙
 

巡
動
用
自
動
車
上
で
も
で
き
ま

す
。
 

④
個
人
演
説
会
 

候
補
者
が
自
己
の
政
見
発
表

や
投
票
依
頼
等
の
選
挙
運
動
の

た
め
に
自
ら
開
催
す
る
演
説
会

で
、
学
校
や
公
民
館
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

⑤
立
会
演
説
会
 

候
補
者
が
立
ち
会
っ
て
、
そ

の
政
見
や
人
物
を
直
接
選
挙
人

に
見
聞
さ
せ
る
た
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
が
開
催
す
る
も
の
で

す
。
従
っ
て
第
三
者
で
あ
る
青

年
団
、
新
聞
社
等
が
主
催
し
て

開
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

立
会
演
説
会
に
つ
い
て
は
現

在
、
廃
止
論
も
出
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
支
持
候
補
の
演
説
だ

け
聞
き
、
他
候
補
の
演
説
に
か

ま
わ
ず
団
体
で
席
を
立
っ
た
り

す
る
選
挙
人
が
多
い
た
め
、
演

脱
会
の
意
義
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
 こ
の
よ
う
な
理
由
で
例

え
ば
、
五
所
川
原
市
で
は
市
長

選
挙
の
立
会
演
説
会
が
現
在
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
る

え
び
す
南
瓜
 

無
事
故

の
願
い
を
託
し
 

『
安

全

旗

』
を
リ
レ

ー
 

夏
の
交
通
安
全
運
動
（
七
月

一十
一
日
ー
三
十
日
）
を
前
に

さ
る
七
月
二
十
日
、
金
木
警
察

署
管
内
四
町
村
と
金
木
地
区
交

通
安
全
協
会
（土
岐
輝
雄
会
長
）
 

金
木
警
察
署
（
小
笠
原
精
治
郎

署
長
）
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
第

一
回
リ
レ
ー
式
青
空
交
通
安
全
 

．ハ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
事
故
防

止
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
 

こ
の
安
全
バ
レ
ー
ド
は
、
こ

れ
ま
で
各
町
村
ご
と
に
行
わ
れ
 
 て

い
た
安
全
運
動
の
歩
調
を
合

わ
せ
「
安
全
を
確
実
に
」
ー
と

リ
レ
ー
方
式
が
試
み
ら
れ
た
も

の
で
、
無
事
故
を
願
う
シ
ン
ボ

ル
の
「
安
全
旗
」
を
中
心
に
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
古
川
町
長
か

ら
中
里
町

ー
市
浦
村
ー
小
泊
村

の
町
村
長
に
次
々
と
「安
全
旗
」
 

が
リ
レ

ー
さ
れ
ま
し
た
。
 

午
前
九
時
か
ら
役
場
前
で
開

れ
た
安
全
大
会
に
は
、
関
係
者

約
百
五
十
人
が
 
「交
通
安
全
」
 

の
タ
ス
キ
が
け

で
参
加
。
土
岐
 

会
長
か
ら
、
緑
 

者
 
色
の
生
地
に
白

ロ
 

鋤
 
で
「
暴
走
、
飲

る
 
酒
運
転
は
や
め

け
 
よ
”
つJ
r幼
児
と
 

一
 
老
人
を
事
故
か
 

レ
 

．
“
'
1

“
・J
 

パ
 
ら
守
ろ
う
」
と

醗
 
書
か
れ
た
「
安

町
 
全
旗
」
が
古
川
 

町
長
に
手
渡
さ
 

れ
た
あ
と
、
古
 

川
町
長
、
土
岐
 
 会

長
、
小
笠
原

署
長
が
事
故
防

止
を
呼
び
か
け

町
連
合
青
年
団

の
桑
田
哲
明
団

長
が
力
強
く
事
 

故
防
止
を
宣
言
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を

先
頭
に
町
内
を
バ
レ
ー
ド
。
、
ン

ン
ボ
ル
の
「
安
全
旗
」
は
午
前

十
一
時
、
中
里
町
の
関
係
者
約
 

当
町
名
産
の
フ
え
び
す
南
瓜
」
 

の
県
外
出
荷
が
七
月
十
六
日
か

ら
始
ま
り
、
名
古
屋
市
場
の
初

セ
リ
で
は
平
均
千
八
百
円
（
十

向
入
り

一
箱
）
と
県
内
市
場
よ

り
三
百
円
も
高
く
取
引
さ
れ
、
 

大
好
評
で
し
た
。
 

カ
ポ
チ
ャ
は
、
金
木
農
協
が

米
に
次
ぐ
基
幹
作
目
に

ー
と
、
 

奨
励
し
て
い
る
も
の
で
町
内
で

は
十
五
加
作
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
 百

人
が
待
ち
受
け
る
同
町
向
町

に
到
着
。
古
川
町
長
か
ら
塚
本

町
長
に
手
渡
さ
れ
、
交
通
事
故

追
放
の
た
め
の
運
動
を
約
束
し

ま
し
た
。
 

金木だよ り （6) 

中里町長（右）へ安全旗を手渡す古川町長 

『
え
び
す
南
瓜
』
大
好
評

県
外
出
荷
続
々
と
 



国 
民 

未
納
保
険
料
は
 

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
今

年
度
の
分

（
五十
八
年
四
月
分

か
ら
五
十
九
年
三
月
分
ま
で
）
 

は
、
役
場
か
ら
送
ら
れ
て
き
て

い
る
納
付
案
内
書
で
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
前
年
度

以
前
の
分

（
五
十
八
年
三月
以

前
の
分
）
は
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書

で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

未
納
の
ま
ま
二
年
た
ち
ま
す
 

と
、
時
効
の
た
め
納
め
る
こ
と
 

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
 

障
害
年
金
や
母
子
年
金
を
は
じ
 

め
と
し
て
、
老
齢
年
金
も
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
 

過
年
度
分
に
つ
い
て
も
納
付

状
況
を
よ
く
調
べ
、
未
納
に
な

っ
て
い
る
分
は
急
い
で
納
め
る

よ
つ
に
し
ぎ
し
ょ
う
o
 

作
品
募
集
は
 

9
月
2
0日
ま
で
 

国
民
年
金
制
度
普
及
推
進
月

問
の
行
事
の
ー
つ
と
し
て
例
年

行
わ
れ
て
い
る
 
「第
十
九
回
国
 

民
年
金
習
字
作
品
展
」
の
募
集

締
切
が
九
月
．
．十
H
と
せ
ま
り

ま
し
た
。
 

こ
の
作
品
展
は
、
小
学
生
の

習
字
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て

は
，
数
少
な
い
県
ド
全
域
に
及

ぷ
も
の
の
ひ
と
つ
で
、
昨
年
は
 

.
．千
六
百
余
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
 

作
品
は
、
厳
正
な
審
査
を
し

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
新
聞
紙
 

L
に
氏
名
を
発
表
す
る
ほ
か
、
 

十
月
．
．十
九
n
と
．.．ト
H
の
．

,
 

H
間
、
弘
前
市
文
化
会
館
で
作

品
の
展
示
会
を
聞
き
ま
す
。
 

多
数
の
方
が
応
募
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

正
 

し

月
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交通事故から守ってね, 
喜良市小学校 1 年生ー同 

戸籍の窓 



児童の明るい選挙啓発標語集① 

お父さんお母さんのー票ぼくらの将来 	 川倉小6年其 田 啓 吾 

みんなの町良くなるのも悪くなるのも 

あなたの一票で決まります 

買収なしのクリーン選挙で国づくり 

iなたの一票で決まります 	 喜良市小6年岡 田 美奈子 

買収なしのクリーン選挙で国づくり 	 金木小6年小 野 	洋 

      

     

金木だより （8) 

      

お知らせ 

敬老の日・老人福祉週間 

9 月15日 -21日 

トラブル解決の 
糸ロに 

ー  

町では、青森県弁護上会と共催

して無料法律相談日（弁護士に相

談できる日）を開設することにな

りました。 

金銭の貸借、交通事故及び相続 

IllIII 題等のトラプル解決の糸I Iを見

出すため相談に応じることにして

います。 

希望者は 9月1411まで企画室へ

中し込んでください。（先着12名で

打切ります。） 

'lI 時 9月24日（土） 

午後1時～ 4 時 

ト場 所 金木町役場 

三階大会議室 

ト担当者 青森県弁護士会所属

小野允雄弁護士 

太カ、ナーの蓋音のノd、I、ー Uノ晋忌 

ありがとうございました 

ド・；良市双葉町、工藤伸輝さんの

二女、美紀子さん（喜良市小 2年） 

がこのほど、拾得金I万円を金木

警察署を通して町に寄付しました。 

母子家庭等の 

お子さんのために 

医療費が 

支給されます 

次代を担う児童の健康の保持と

福祉の増進を図るため、母子家庭

等の児童に医療費が給付されます。 

給付対象児童は次のとおりです

が、事前に「受給資格証」の交付

を受けることが必要ですから、該

当者は健康保険証と印鑑を持参の

上、民生課までおいでください。 

O給付対象児童 

イ、配偶者のない女子が扶養す

る義務教育終了前の児童 

ロ、父母のない義務教育終了前

の児童 

また、医療の給付を受けるには

医療機関発行の領収書と印鑑を持

参の上、民生課で給付申請してく

ださい。 

スタンドの 
日曜営業案内 

ガソリンスタンドの日曜営業は

禁止されていますが、緊急時など

に備えて、町内のスタンドが交替

で日曜日にも営業していますので

ご利用ください。 

ト 9月4日 中谷石油 ③-2132 

,9月11日 金木農協喜良市支所 

-2529 

ト9月18日 嘉瀬農協 ③-2067 

ト9月25日 小林燃料店バイパス 

給油所 	③-3361 

ごぞんじですか 

本年8月から、納税中告書の提

出、納付などの期限がその月の第 

2土曜日に当たる場合は、日曜日

や国民の祝日その他ー般の休日の

場合と同様に、その期限が翌週月

曜日まで延長されることになりま

した。 

これは、毎月の第 2土曜日は銀

行等の金融機関が休業し、また、 

郵便局の窓口業務が行われないこ

とになったことによるものです。 

この結果、例えば、源泉所得税

の納期限は通常、翌月10日です

が、この日が第 2土曜日に当たる

ときは、その翌週の12日が納期

限となります。具体的には、本年 

8月分の源泉所得税については、 

9月10日が第 2土曜日に当たり

ますので、この納期限は 9月12 

日となります。 

詳しくは、五所川原税務署にお

尋ねください。 

2等陸・海・空士
募集中ク 

ト募集期間 

昭和58年7月I日～ 9月30日 

ト試験期間 

受付時に通知します。 

ト試験場 

五所川原市末広町29の 4 

自衛隊青森地方連絡部 

五所川原募集事務所 


